
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

博愛  第 23 号 

表紙の写真：写真展 in 玉成園 2023 出展作品より 

 

医療法人 博愛会 哲翁病院 広報誌「はくあい」 

 

～病院理念～ 

博愛の精神をもって医療に携わり、地域住民の健康な生活の維持、向上に尽くします。 
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摂食嚥下支援に対する取り組みの成果 

 

当院で、摂食嚥下チームを立ち上げてから、1年以上が経過しました。摂食嚥下支援を受けられている対 

象の患者さんには、中心静脈栄養や経管栄養などを実施しています。そのような患者さんの嚥下造影検 

査や内視鏡検査を実施、評価し、患者さんにあった摂食嚥下機能向上のための口腔ケアや嚥下訓練など 

支援をしています。そして、看護職員がその内容をケアの中に取り入れ、日々実践しています。また摂食 

嚥下チームで話し合いを繰り返し行うことで情報共有を行い、多職種で摂食嚥下機能の向上に取り組 

んでいます。そのような取り組みにより、口から食べ物を食べることができるようになり、退院までつな 

げることができた患者さんがいらっしゃいます。 

  今年１月から、嚥下機能検査を目的とした短期入院を始めました。実際に、家族や施設職員の方が検査 

を見学することができ、嚥下状況を目で確認することができます。その評価をもとに食事形態や口腔 

ケアの方法の指導を行っています。今後も、主治医、看護職、リハビリスタッフ、管理栄養士などと協働 

し、一人でも多くの患者さんの摂食嚥下機能向上のために取り組んで行きたいと思います。 

 

嚥下内視鏡検査とは 

内視鏡を（直径約 3㎜）を鼻から挿入し、のどの形や動き、粘膜の状態、唾液貯留の有無などを観察し 

ます。 

内視鏡下で検査食を食べていただき誤嚥の有無などを調べます。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

哲翁病院は、専門医による検査と口から食べるための支援を行っています。 

嚥下機能を保ち、口から食べ続けることができるよう、状態に合わせた食形態や 

訓練をご提案いたします。 

 

患者様の状態により、1泊 2日又は            

2泊 3日の検査入院をご用意いたしております。 

一度、嚥下の状態を内視鏡で 

検査をしてみませんか。お気軽にご連絡ください。 
 

 

医療法人博愛会 哲翁病院 

TEL 0957-86-3226(代表)  

入院担当窓口（療養病棟師長）円口綾子 
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“糖尿病ニュース”  
令和 6 年 1 月 27 日（土）14：00～ 4 階 ラウンジにて 

「糖尿病教室」を開催しました！当院の看護師による「フットケアについて」

の講話を DVD 視聴も交えて実施しました。当日ご参加いただきました皆様には、当院の哲翁たま

き医師による、足の状態のチェックも行いました。貴重な機会となったことと思われます。今後も

開催を予定しており、院内のポスター掲示、チラシの配布、待合室のモニターなどでお知らせをい

たしますので、どうぞお気軽にご参加ください。また、当院オリジナルのリーフレット「糖尿病ニ

ュース Vol.9」を発行しましたので、「食事編パート３」についてご紹介します。 

 

    

    

 

 

 

 

 

夕方の空腹感は、食後の高血糖が原因かもしれません。 

食事を抜くと次の食後に急激に血糖が上がることが知られています。 

このような食後の高血糖の後に、今度は急激に血糖値の低下を招き、 

低血糖気味となり、強い空腹感を感じ食べすぎにつながります。 

 

 ※食事療法の基本は、 

朝・昼・夕の 3 回の食事です。 

欠食したり、不規則な食事時間の方は、 

食事時間を見直し、食べすぎを 

予防しましょう。 

 

どのくらい 

食べたら良いの？ 

   

 

 

目標のエネルギー（カロリー）摂取量は、 

年齢、体格、活動量によって異なります。 

必ず主治医に確認してください。 

 食事療法では、エネルギーの 

消費量と摂取量のバランスが 

保たれていることが重要です。 

 

減塩を心がけ               

ゆっくりと時間をかけて 

楽しく食べることも 

              食べすぎの予防につながります。 

糖尿病ニュース Vol.９  

食事編パート３      

夕方にお腹がすいて食物

を探していませんか？ 

 

参考資料長崎地域糖尿病療養指導士会リーフレット 



 

「長崎大学病院群卒後臨床研修プログラム」フィードバック賞を受賞！ 

この度、長崎大学病院医療教育開発センター

より、指導医として担当された当院の哲翁和博

医師が選出され、フィードバック賞を受賞しま

した。 

令和 4 年 11 月 24 日から約 1 ヵ月間、長崎

大学病院から金澤秀昭医師を研修医として受

け入れ、指導医としての実績を評価頂きまし

た。 

【フィードバック賞】（内訳）計 10 名 

長崎大学病院 6 名  

長崎みなとメディカルセンター 2 名  

長崎原爆病院 1 名   哲翁病院 1 名 

 

 

 

 

 

        

 

 

院内研修会を開催しました 

高齢者虐待防止・認知症ケア研修会（令和 6 年 2 月 1 日・２日） 

医療安全研修会及び感染対策研修会（令和 6 年 3 月 21 日・22 日） 

＜高齢者虐待防止・認知症ケア研修会＞ 

昨年立ち上げた高齢者虐待防止委員会 

よりマニュアルの解説と、認知症ケア 

委員会より認知症の方へのコミュニケ 

ーションについての動画研修を行いま 

した。これからも、業務を行う上で意 

識して患者様と 

関わっていける 

よう努めていき 

たいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜医療安全研修会＞ 

「確認行為を改めて考える～確認不足、思い込

みによる報告の減少を目指して～」をテーマに、

講義及びデモンストレーションを実施しました。

「確認」を妨げる要因の分析や効果的な確認の方

法について学ぶことができました。 

また、書面でのインシデント・アクシデント集

計・分析結果を閲覧し、現状の把握ができました。

今後の事故防止へとつなげていきたいと思いま

す。 

＜感染対策研修会＞ 

「感染対策の基本」についての講義及び「ラウ

ンドの結果報告」を委員より実施しました。研修

の内容を業務に活用し、今後も適切な感染対策を

実施していきたいと思います。読者の皆様におか

れましても、手指衛生やうがい、 

適切な体調管理を行い、感染予防に努めましょう。 

 



 



 



 

 

 

 

簡単ヘルシーメニューで健やかに ～当院自慢の一品～ 

 

野菜たっぷり 

ビーフシチュー   

＜材料＞２人分 

牛肉      100ｇ 

ばれいしょ   100ｇ 

人参       40ｇ 

大根       60ｇ 

玉ねぎ      80ｇ 

しめじ      20ｇ 

いんげん     10ｇ 

生姜       少々 

にんにく   1/2 カケ 

マーガリン  小さじ 1 

サラダ油   小さじ１ 

小麦粉    小さじ 1 

コンソメ     １ｇ 

水       適宜 

トマトピューレ ４０ｇ 

塩こしょう   少々 

＜1 人分の栄養価＞ 

エネルギー  252Kcal 

タンパク質  11.8ｇ 

脂質     14.0ｇ 

食物繊維    3.0ｇ 

食塩相当量   0.5ｇ 

＜作り方＞ 

① 牛肉は 3cm 長さに切る。ばれい

しょ、人参、大根は乱切りにし下

茹でする。 

玉ねぎはくし形に切る。しめじは

ほぐし、いんげんは 2cm 長さに

切る。 

② 生姜とにんにくはみじん切りにす

る。 

③ 鍋にマーガリンとサラダ油を熱し 

②を炒める。 

④ 牛肉と人参を入れ炒め、小麦粉を

ふり入れる。 

⑤ コンソメと水、トマトピューレ、

塩こしょうを入れ少し煮て、残り

の①の材料を入れて煮込んで、最

後に塩こしょうで味を整えて出来

上がり。 
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